
面会要求行為・自画撮り要求行為の構成要件等　比較 ［資料２－３］

刑法 改正条例　A案 改正条例　B案

第182条第1項及び第2項 第22条の2 第22条の2
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行
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わいせつの目的で、十六歳未満の者に対し、次の各号に掲げるいずれかの行為

をした者(当該十六歳未満の者が十三歳以上である場合については、その者が生

まれた日より五年以上前の日に生まれた者に限る。)は、一年以下の拘禁刑又は

五十万円以下の罰金に処する。

一　威迫し、偽計を用い又は誘惑して面会を要求すること。

二　拒まれたにもかかわらず、反復して面会を要求すること。

三　金銭その他の利益を供与し、又はその申込み若しくは約束をして面会を要

求すること。

２　前項の罪を犯し、よってわいせつの目的で当該十六歳未満の者と面会をし

た者は、二年以下の拘禁刑又は百万円以下の罰金に処する。

何人も、青少年に対し淫行又はわいせつ行為を行うよう勧誘し、 又は強要して

はならない。

何人も、青少年に対し淫行又はわいせつ行為を行うよう勧誘し、 又は強要して

はならない。

第182条第3項 第22条の3 第22条の3

何人も、青少年に対し、当該青少年に係る児童ポルノ等（児童買春、児童ポル

ノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律（平成十一年

法律第五十二号）第二条第三項に規定する児童ポルノ又は同法第七条第二項に

規定する電磁的記録その他の記録をいう。次号において同じ。）の提供を求め

てはならない。

第30条

3　二十二条の三の規定に違反して次に掲げる行為のいずれかをした者は、三十

万円以下の罰金に処する。

一　青少年に拒まれたにもかかわらず、当該青少年に係る児童ポルノ等の提供

を求める行為

二　青少年を威迫し、欺き、若しくは困惑させ、又は青少年に対し、対償を供

与し、若しくはその供与の約束をする方法により、当該青少年に係る児童ポル

ノ等の提供を求める行為

３　十六歳未満の者に対し、次の各号に掲げるいずれかの行為(第二号に掲げる

行為については、当該行為をさせることがわいせつなものであるものに限る。)

を要求した者(当該十六歳未満の者が十三歳以上である場合については、その者

が生まれた日より五年以上前の日に生まれた者に限る。)は、一年以下の拘禁刑

又は五十万円以下の罰金に処する。

一　性交、肛門性交又は口腔性交をする姿態をとってその映像を送信するこ

と。

二　前号に掲げるもののほか、膣又は肛門に身体の一部(陰茎を除く。)又は物を

挿入し又は挿入される姿態、性的な部位(性器若しくは肛門若しくはこれらの周

辺部、臀でん部又は胸部をいう。以下この号において同じ。)を触り又は触られ

る姿態、性的な部位を露出した姿態その他の姿態をとってその映像を送信する

こと。

何人も、青少年に対し、次に掲げる行為をしてはならない。

一　青少年に拒まれたにもかかわらず、当該青少年に係る児童ポルノ等（児童

買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法

律（平成十一年法律第五十二号）第二条第三項に規定する児童ポルノ又は同法

第七条第二項に規定する電磁的記録その他の記録をいう。次号において同

じ。）の提供を行うように求める行為

二　青少年を威迫し、欺き、若しくは困惑させ、又は青少年に対し対償を供与

し、若しくはその供与の約束をする方法により、当該青少年に係る児童ポルノ

等の提供を行うように求める行為
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